














Envisage the Learning of “Reading” in Language Arts to Open up to the Reading Life: 
Benefit of Creating Picture Story to Remind the Structure of Stories
Masanobu Akagi
　When we imagine the learning process of how to read stories as the core, the key should 
be to cultivate the interest of reading stories itself and should lead to reading life.  When 
children can recognize the technique of reading and correct this reading experiences, they 
can use no techniques except reading mentioned.
　I propose to use this thought in the unit focusing on “Suimi” in the teaching materials 
of the textbook.Usually we develop the teaching unit for reading more stories and/or for 
comparing with other stories when we create the teaching unit focusing on "Suimi".Yet I 
propose in this paper to produce a picture story in order to recognize the structure of the 
story.
　Children then might notice the structure of the story such as “characters (the 
hero,supporting roles)”, “incident and resolution”, “the end of the story”, with this method 
they can recognize the structure, mechanism and contrivance of the story when they read 
another story.  They, at least, could feel the interest of reading.



























































































































































































































































































































































































































































































































「おもしろ見つけ」三省堂　2012 年 11 月
　自分で作ってみるという体験をすること
で、「このお話は、誰と誰が出てくるのかな、
その人はどんな事件をおこし、どう解決し
ていくのかな」と見通せるようになる。見
通しをもつことで、読み進めていくエネル
ギーが高まる。絵話作りは、直接的に多読
を保障する活動ではないが、読書生活を拓
いていくことを促しているということがで
きるのではないだろうか。
７　まとめ（成果と課題）　
○ ここでは、並行読書等による多読を必然
とする単元構想ではなく、話の骨組みを
意識し、自分で作ってみるという活動を
する中で、物語の全体像が見通せるよう
になることをねらった絵話作りの構想を
提案し、実践した。物語全体像を見通せ
るようになると、闇雲にとにかく読み進
めていくというのではなく、「この先ど
うなるのか」「ここで起こったことは、
どう解決していくのか」などと展開を
予想しながら読み進めていくことができ
る。そのことが、読むという行為のおも
しろさにつながっていくのではないかと
いう想定から単元構想した展開である。
直接的に多読を促し、保障する類の単元
構想ではないが、子どもの読書生活をよ
りよくすることに影響できるという手応
えをもつことができた。
○ ２年生藤田学級のＡ児、Ｂ児について言
えば、絵話作りが今後の読書生活につい
ていい影響を与えた可能性が大きい。本
を最後まで読み通すことが困難だったＡ
児が、次々と本を取り替える姿はなく
なったのだから、大きな成長である。物
語を手にすることがほとんどなかったＢ
児が、文字がたくさん書かれている物語
の本を嫌がらなくなったのだから、こち
らも素晴らしいことである。２人は共に、
